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◇寄稿：雪中幸子・・常盤僚子・茂木良治「遠隔外国語学習における学習支援者の役割
　　一フランス語教育の実践例より一」
　e－leamingは日本語教育の世界でも，徐々に盛んになりっっあります。そして，インター
ネットを始めとするコンピュータ技術を日本語教育に生かしたいという要望は，H本国内
よりもむしろ海外において強いと言えるかもしれません。
　この論文は，フランス語を外国語として学ぶ環境におけるe－iearningの実践例を示し，
数か月にわたる過程の中で，教師がどのような問題点に気づき，それを解決していったか，
教師はフランス語学習を支援する者として，どのような役割を果たす必要があったのか，
を述べています。学事者の記した学習β誌をこのコーースを恒常的に評定するためのデータ
として扱い，その分析結果を授業の改：善へとつなげていった様子が丁寧に描かれています。
一つの事例をじっくりと分析することにより，明日の授業に確実につなげるための仮説が
生成されていく過程は，教えることを生業とする言語教師に，授業を計画し，実施し，そ
の結果をきちんと見ていくことの大切さと具体的な方法を知らせてくれます。書物から得
られる知識や，教授経験だけに頼らない，教師の成長や，授業の改善を支えるものは何な
のかを示してくれる一編です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金田智子）
磯研究ノート：古市由美子「多言語多文化共生P本語教育の意味づけ一実習生のr語り9
　　を通して一」
　「多文化共生社会」の中で，R本語教育をどう位置づければよいのか，臼本語教師はどん
な役割を果たせばよいのか。こういつた疑問を持つ人は少なくありません。現実には，
「多文化共生」を目指す各地域で，卸本語教育の専門家や「日本語教師」が，概に多様な
役割・新たな役割を果たしています。
　本論文は，日本語教育を専門とする大学院生たちが「多言語・多文化共生雇傭」を目指
した教育実習の中で，「共生日本語教育」（定義は本論文を参照のこと）や自分たちの役割
をどうとらえたのか，そのとらえ方は何に起因しているのかを明らかにしょうとしたもの
です。実習終了後の実習生の「語り」の中に喚生重語語教育」がどう表現されたかが分
析されています。データの収集・分析方法については，今後の改善が期待されます。しか
し，筆者がそのデータから導き出した「共生B本語教育」の三通りのとらえ方，そしてそ
こに引用される実習生の「語り」を，御自身の考え方と対比しながら読み，筆者や実習生
とともに移文化共生社会」におけるH本語教育について考えていただければと思います。
　また，教師教育の視点からは，教師の指導にあたる者（Teacher’s　teacher）が教師志望者
一1一
や現職教師とともに何か新しい発想に取り組む上での課題を例示した，今後の発展が望ま
れる論文と言えるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金田智子）
◇研究ノート：野口直子・及絹千代香・本間淳：子「日本語教師のためのCooperative
　　Development　一教師としての自己成長をめざして一」
　私たち教師が，毎flの実践の合間を縫って教授活動を振り返り，改善するには，何らか
の意識的な行動が必要です。Cooperative　1）evelopment（以下CD）は，複：数の教師が共同
で改善を試みる方法の一つです。f本研究ノート」は，日ホ語教育ではおそらく最初のCD
の実践報告であり，その枠組みをわかりやすく説明しています。CDにおいて各参加者に
与えられる役割配分と，定期的な振り返りの設定は，少し不自然に感じられるかもしれま
せんが，その枠組みによって確実な振り返りの場が与えられます。そこには，実際にCD
を試みたい場合はもちろん，一般的な振り返り，改善にも取り入れられる点がいくつかあ
ります。今回の報告では，問題を特定するというCDの前半の段階が中心ですが，この後
実際に改善する行動の部分までを分析し，また報告されるのを期待しています。なお
∫ulian£dgeによる1992年の原著は，以下のサイトでほぼ全文が閲覧できます。
http：／／www．aston．ac．uk／lss／research／prodd／CD／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根津　　誠）
＠研究ノート：三宅若菜・福島智子r自律学習を基盤とした個別対応型日本語授業に関す
　　る「考察一教師の役割を手がかりに一」
　学習者の多様性に対して教師はどのように対応すればいいのでしょうか。その一つの方
法として，学習者の自律学習支援を目的とした様々な実践や取り組みが行われています。
　本研究ノートでは，この自律学習支援を目的とした個別対応型の授業実践を通して，学
習支援者としての教師の役割について検討しています。具体的には，この個瑚対応型の授
業においては，教師は学習支援者としての役割が求められますが，実践を通して自身の教
師としての役割についての考えや行動がどのように変化するのか，ナラティプアプローチ
（詳細は本文参照）の手法を使って具体的に記述し，丁寧に説明しています。
　対象となったデータが教師2名と少ないことが残念ですが，今後データを蓄積していく，
あるいは縦断的な調査をすることなども期待されます。しかし，何よりナラティプアプ
U一チを使っている点が手法的におもしろく，様々な現場で取り組まれている自律学習支
援においても，その過程における教師自身の教育観や実践を振り返る手法として，参考に
なるものと思われます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小河原義朗）
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